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シャチ 北西太平洋 
（Killer whale Orcinus orca） 

 

シャチの群れ（撮影：金治 佑） 
雄の背鰭は直立して高い 

 

管理・関係機関 

農林水産省 

最近の動き 

近年、本種を主目的とした資源調査は行われていないが、日
本周辺海域での鯨類目視調査において、引き続き目視発見情報
と個体識別用写真の収集を実施している。 

利用・用途 

本種の主要な需要は水族館展示用である。かつては、肉が食
用として利用されていたほか、脂肪が鯨油として工業用原料と
なった。本種の歯は割れやすいため工芸用としての需要はない。
また、北海道（標津から羅臼沖、釧路沖）ではホエールウォッ
チングの対象となっている。 

漁業の概要 

本種の捕獲は、かつて小型捕鯨業及びイルカ追い込み漁業
でさかんに行われていた（図 1）。1948～1972 年の小型捕鯨
業の捕獲統計によれば、全捕獲頭数の 47.6％が房総～三陸沖
で、36.9％が北海道周辺で捕獲されていた（Ohsumi 1975）。
イルカ追い込み漁業による捕獲は、和歌山県太地で行われてい
た。 

小型捕鯨業による捕獲は、戦後 1960 年代半ばまでは年間数
十頭で推移してきたが、1966 年から 3 年間で年間 100 頭以上
を捕獲して以降、急激に少なくなり、1972 年以降は年間多く
とも数頭程度で推移した（Ohsumi 1975、粕谷 2011）。その
後 1991 年に、小型捕鯨業での本種の捕獲が禁止された。イル
カ追い込み漁業では、1963 年以降合計 86 頭（水族館向けも含
む）が捕獲されたが、現在、同漁業による捕獲も禁止されてい
る。なお、1997 年に試験研究目的の特別捕獲によって 5 頭が

捕獲されている。これ以外の混獲、座礁・漂着に関する情報は、
1999 年（暦年）分までは IWC への提出文書（Japan Progress 
Report on Cetacean Researches）に含めて報告され、2000 年
分からは水産庁のウェブサイト（捕鯨の部屋）において公表さ
れている。 

生物学的特性 

本種は北太平洋を含む世界中の海域に広く分布する。マイル
カ科最大の種類であり、体長・体重は最大で雌が 8.5 m・7.5 ト
ン、雄が 9.8 m・10 トンになる（体長：上顎先端～尾鰭分岐点）
（Jefferson et al. 2008）。 

本種の生活史パラメータについては、我が国周辺では十分な
知見が得られていないが、北東太平洋沿岸では 1970 年代から
個体識別による研究が継続的に行われ、多くの知見が得られて
いる（Bigg 1982）。最近の推定によると、雌の平均寿命は 46
歳、最高寿命は 80 歳代、平均 14.1 歳で初産（初産年齢、初回

図 1. 我が国のシャチ捕獲頭数の推移（1997 年の追い込み漁

業による捕獲は試験研究目的の特別捕獲） 
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排卵は 1.4 年以上前に生じるとされる）、約 24 年間にわたる
繁殖期間に平均 4.7 頭出産するとされている（Olesiuk et al. 
2005）。 

一方、雄の平均寿命は 31 歳、最高寿命は 60～70 年とされ
ており、13 歳で性成熟に達すると考えられている（背鰭の伸
長による推定）（Olesiuk et al. 2005）。シャチの雄の成熟は背
鰭の急速な伸長をもとに推定されており、それが停止する 18.5
歳前後が肉体的成熟に一致すると考えられている（Olesiuk et 
al. 2005）。東部太平洋では、秋季（9～11 月）に出産のピーク
があるとされているものの、調査時期の偏りから正確な把握に
は至っていない（Olesiuk et al. 2005）。北西太平洋では、5～
7 月を出産のピークとする推測もあるが（Nishiwaki and Handa 
1958）、十分な情報は得られていない。 

周年にわたり摂餌行動がみられ、高緯度海域が索餌域として
重要と考えられる。本種はイカ類、硬骨魚類、軟骨魚類、海亀
類、海鳥類、アザラシ類、アシカ類、鯨類等の多様な生物を捕
食する（Nishiwaki and Handa 1958、Ford et al. 1998、Hanson 
and Walker 2014）。集団で、ミンククジラ、コククジラ、ザ
トウクジラ等のひげ鯨類やマッコウクジラを襲うことが知ら
れている。また、アカウミガメを攻撃する様子が観察されてい
る（Anon. 2006）。本種の幼獣を捕食する可能性としてサメ類
が挙げられる。 

資源状態 

捕獲が禁止されているため資源状態は安定または回復傾向
が見込まれるが、資源の動向調査が行われていないため、資源
水準・資源動向は不明である。本種は背びれ後方の鞍状白斑や
背びれの傷を手がかりにする個体識別により、生物学的パラメ
ータの推定や個体数推定が可能である。本手法による調査はカ
ナダ・バンクーバー島周辺で 1973 年から開始された（Bigg 
1982）。また、目視調査による資源量推定も行われている。捕
獲があった時代には、CPUE によって資源動向を見ることもで
きた（Ohsumi 1975）。 

1965 年から 2004 年にかけての目視データから、北西太平
洋における目視発見率（単位調査距離当たりの発見頭数）の動
向を 5 年単位で検討した結果、北緯 40 度以北では 1970 年代
以降増加傾向が見られ、北緯 20～40 度では低位で安定してい
た（宮下 2007）。 

北西太平洋（北緯 20 度以北、東経 130～170 度の太平洋と
オホーツク海）における本種の生息頭数は、1992～1996 年の
8～9 月の目視調査データの解析から、北緯 40 度以北で 7,512
頭（CV = 0.29）、北緯 20～40 度で 745 頭（CV = 0.44）と推
定された（宮下 2007）（図 2）。また近年、空間分布モデル
の手法を用いて、過去 24 年分の目視調査データを再解析した
結果から、北太平洋における生息頭数は 19,521 頭（CV = 0.21）
と推定されている（Kanaji et al. 2017）（図 2）。 

北東太平洋では系群に相当するエコタイプ（生態的・遺伝的
に異なる集団）が複数存在することが知られているが（Olesiuk 
et al. 2005）、近年日本近海でも同様に、複数エコタイプの存
在が示唆されている（Mitani et al. 2021）。ただし、日本近海
での観察例は極めて少数に限られていることから、系群構造に
ついては今後十分な検証が必要である。 

管理方策 

現在、捕獲は禁止されている。 

執筆者 

外洋資源ユニット 
鯨類資源サブユニット 
水産資源研究所 水産資源研究センター  
広域性資源部 鯨類グループ 

金治 佑 
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シャチ（北西太平洋）の資源の現況（要約表） 

世界の漁獲量 
（最近 5 年間） 

不明 

我が国の漁獲量 
（最近 5 年間） 

0 頭 

資源評価の方法 ライントランセクト法に基づく目視調査データ解析から資源量推定 

資源の状態 
（資源評価結果） 

東経 170 度以西の北西太平洋のうち、 
北緯 40 度以北に 7,512 頭（CV = 0.29）、 
北緯 20～40 度に 745 頭（CV = 0.44）と推定。 
捕獲が禁止されているため資源状態は安定または回復傾向が見込まれるが、 
資源の動向調査が行われていないため、資源水準・資源動向は不明。 

管理目標 継続的な個体数モニタリングを実施 

管理措置 捕獲は禁止 

管理機関・関係機関 農林水産省 

最近の資源評価年 宮下（2007）、Kanaji et al.（2017）に資源量推定値の報告あり 

次回の資源評価年 未定 
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